
（早期健全化基準） （財政再生基準）

 実質赤字比率 ― （13.67） （20.00）

 連結実質赤字比率 ― （18.67） （40.00）

 実質公債費比率 13.7 （25.0） （35.0）

 将来負担比率 105.8 （350.0）

（経営健全化基準）

 水道事業会計 ― （20.0）

 ふるさと交流館特別会計 ― （20.0）

 簡易水道特別会計 ― （20.0）

 農業集落排水特別会計 ― （20.0）

 公共下水道特別会計 ― （20.0）

健全化判断比率

資金不足比率

※実質赤字額・連結実質赤字額・資金不足額がない場合（黒字の場合）は、「－」と記載しています。

平成１９年度　東温市の健全化判断比率及び資金不足比率



１　財政健全化法について

２　健全化判断比率等の対象範囲

　また、個々の健全化判断比率等に対して『早期健全化基準』『経営健全化基準』『財政再生基

準』が設けられており、当該団体の比率がこの基準を超える場合には【財政健全化計画】【経営

健全化計画】【財政再生計画】を策定し健全化を目指すこととなります。

普通会計(一般会計)

実
質
赤
字
比
率

《４》

連
結
実
質
赤
字
比
率

農業集落排水特別会計

老人保健特別会計

《１》 《２》 《３》

国民健康保険特別会計

　平成19年6月15日、参議院本会議で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行され

　この法律は、財政破たん団体の発生を未然に防ぐため、これまで財政状況の指標等では対象に

していなかった公営事業会計や第三セクター等を含めた形で健全化判断比率を算定し、自治体の

財政状況を全面的に把握したうえで、議会への報告及び公表を行わせ健全化を促すものです。

ました。
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質
公
債
費
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東温市土地開発公社

法
非
適
用

公共下水道特別会計

公
営
企
業
会
計

(松山衛生事務組合、中予広域水道企業団等）
一部事務組合

法
適
用

ふるさと交流館特別会計

介護保険特別会計

《Ａ》

水道事業会計

資
金
不
足
比
率

（後期高齢者医療特別会計）※Ｈ20から

簡易水道特別会計

平成１９年度東温市の健全化判断比率及び資金不足比率について
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３　健全化判断比率

《１》実質赤字比率

一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

《２》連結実質赤字比率

全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

《３》実質公債費比率

一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率

《４》将来負担比率

一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

４　資金不足比率

《Ａ》資金不足比率

公営企業会計における資金不足額の事業規模に対する比率

％

％

％

％

％

特別会計名

水道事業会計

簡易水道特別会計

公共下水道特別会計

※公営企業会計については、一般会計からの繰入により資金不足は生じていない。

ふるさと交流館特別会計 －

農業集落排水特別会計

20.00%

35.0%25.0%

実質赤字比率

実質公債費比率

早期健全化基準

＝

＝

13.67%

＝

350.0%

105.8%将来負担比率 ＝

40.00%

－ ％

早期健全化基準

13.7%

財政再生基準

18.67%

早期健全化基準 財政再生基準

早期健全化基準 財政再生基準

連結実質赤字比率

－ ％

経営健全化基準

（資金不足なし）

（実質赤字額なし）

（連結実質赤字額なし）

－

－

資金不足比率

20.0%

－

－
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